
気象警報・注意報発表時の対応について（お知らせ） 

  

 

 Ⅰ 警報・注意報発表時の登下校及び休業について 

  １ 登校前 

  （１）警報（大雨、洪水、大雪、暴風等）が発表されている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）注意報が発表されている場合 

 

 

 

 

 

  ２ 登校後 

  （１）強風注意報が発表された場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）暴風警報が発表された場合  

 

 

 

 

 

 

①警報が解除されるまで家庭において待機する。 
②始業時刻の１時間前（午前７時１５分）までに解除された場合 
   → 平常どおり登校する。 
③始業時刻の１時間前から正午（７時１５分～１２時）までに解除された場合 
     → 解除後１時間を経てから授業を開始する。 
④正午を過ぎてから解除された場合 
     → 当日の授業は中止とし休業する。 
⑤ただし、②、③の場合においても道路や橋の流失、家屋や樹木の倒壊などで危
険な場合には登校に及ばない。   

①通常通り登校が原則。しかし、その後大雨や暴風に関する警報が出ることが予

想されるなど、重大な危険が校区で予見される場合には自宅待機の措置をとる
ことがある。その場合については保護者向け情報配信システム等（以下 メール
配信等と言う。）により学校より連絡する。 

①強風注意報発表時の気象状況（台風の中心位置・規模・進行速度・方向等）や
道路・交通の状況等を考慮して、早急な対応が必要であると判断し、なおかつ、
生徒を安全に帰宅させ得ると認められる場合、当日の授業を中止して速やかに
下校させる。 

■この場合、次の点を配慮する。 
・下校させる前に教員等で通学路等の状況が危険でないことを確認する。 
・学校から集団（複数）で下校させ、教師が見届けを行う。ＰＴＡ、地域の方 
に見届け等の協力を依頼することがある。 

・遠距離通学者については安全を考慮して早めに帰宅させたり、あるいは帰宅
が困難であると認められる場合、校内の安全な場所で待機させたりする。 

 
②下校の指示に当たってはメール配信等で以下のことを行う。 

・学校のとる措置を保護者に連絡し、保護者等が自宅に不在の生徒に対して
は、保護者と連携を取り、学校で待機させるなど、生徒の安全を確保する。 

    ・状況に応じて下校指示から１時間経過をめどに生徒の帰宅状況を確認する。    
 

①警報発表時の気象状況(台風の中心位置・規模・進行速度・方向等）や道路・交

通の状況、通学距離等を判断して、校内の最も安全な場所で待機し、状況によ

って保護者への引き渡しにより帰宅させる。 

②引き渡し等による帰宅措置の指示に当たってはメール配信等で以下のことを行

う。 

・学校のとる措置を保護者に連絡し、保護者等の来校が遅れる場合等には学校

で待機させるなど、生徒の安全を確保する。 



 

 

（３）警報（大雨・洪水・大雪等）、記録的短時間大雨情報が発表された場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 暴風警報発表及び発表が予想される場合の給食について 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 特別警報が発表された場合について 

 

 

 

 

Ⅳ その他のお願い   

 ・電話回線が込み合いますので、緊急時の問合せはご遠慮下さい。 

・警報・注意報の発表時、校区の道路の冠水やがけ崩れ、家屋・樹林の倒壊など、危

険箇所情報等をキャッチされましたら、すぐに学校へご連絡ください。 

     

・連絡先  岐阜中央中学校 担当（教頭） ２６５－１６２１ 

①発表時の気象状況や道路・交通の状況、通学距離等を判断して、校内の最も安

全な場所で待機させ、状況によって保護者への引き渡し等により帰宅させる。 

・メール配信等で学校のとる措置を保護者に連絡し、保護者等の来校が遅れる

場合等には学校で待機させるなど、生徒の安全を確保する。 

②発表時の気象状況や道路・交通の状況、通学距離等を判断して、生徒を安全に

帰宅させ得ると認められる場合、授業を中止して速やかに下校させる。この場

合、次の点を配慮する。 

 ・下校させる前に教員等で通学路等の状況が危険でないことを確認する。 

 ・学校から集団（複数）で下校させ、教師が見届けを行う。ＰＴＡ、地域の方

に見届け等の協力を依頼することがある。 

・遠距離通学者については安全を考慮して早めに帰宅させたり、あるいは帰宅

が困難であると認められる場合、校内の安全な場所で待機させたりする。 

①気象状況により、休業等が心配される場合は、休業予定日の前々日の正午まで

に給食中止が決定されることがある（岐阜市教育委員会学校保健課が行う。）。 

 ・この対応で学校が休業にならなかった場合は、その日の給食はないので各自

弁当を持参する。 

②気象情報により、当日の授業打ち切りが心配される場合は、給食の開始時間を

早め、簡易給食（パン・牛乳）にする等の必要な措置をとる。 

 

①特別警報（暴風以外であっても）が発表された場合は、「自宅待機」「学校待機」

「避難所への避難」等の生徒の安全を最優先した措置をとる。ただし、保護者

の迎えがあった場合は、保護者と相談の上、引き渡すこともある。 


